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今月の主な記事 住 民 の 動 き
令和６年３月末現在（　）内は前月比令和６年３月末現在（　）内は前月比

人　口	 35,349人	（ー51） 15歳未満	 5,047人	（ー17）

65歳以上	 9,176人	（＋１）

平均年齢	 45.0歳

　男	 17,059人	（ー24）

　女	 18,290人	（ー27）

世帯数	 15,452戸	（＋43）
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藍住町の情報配信が新しくなりました！
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伝統技術が織りなす彩り伝統技術が織りなす彩り

　現在、本町をはじめとする日本遺産認定地域と協力し、「日本遺産ブランド」の商品開発を進めています。今回、群馬県の生糸を
藍住町で藍染め、友好都市の山形県河北町で紅花染めし、八王子の伝統工芸士が織り上げたネクタイとスカーフ、ストールが完成
しました。日本遺産認定地域の伝統工芸技術を結集させた一品になります。
　今後は、これらの商品化に向けて取り組んでまいります。
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物
価
高
対
策

　
現
在
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
７
万
円
の

給
付
、
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に
10

万
円
の
給
付
及
び
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
へ

の
子
ど
も
１
人
あ
た
り
５
万
円
の
加
算
給
付

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
世
帯
の
18
歳
ま
で
の
児
童

及
び
75
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し
て
、
５
千

円
分
の
商
品
券
を
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。

　
厳
し
い
経
済
環
境
下
に
あ
る
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
支
援
や
事
業
活
動
へ
の
影
響
緩

和
に
、
迅
速
か
つ
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

防
災
対
策

　
災
害
時
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、
１
月

か
ら
災
害
対
策
本
部
を
設
置
す
る
合
同
庁
舎

に
お
い
て
、
太
陽
光
発
電
の
運
用
を
開
始
い

た
し
ま
し
た
。
今
年
度
に
は
、
発
災
時
に
廃

棄
物
の
受
入
れ
態
勢
等
を
確
保
す
る
た
め
、

西
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
太
陽
光
発
電

設
備
を
設
置
し
ま
す
。

　
ま
た
、災
害
物
資
集
配
拠
点
施
設
と
し
て
、

新
た
に
防
災
備
蓄
倉
庫
を
整
備
し
、
防
災
力

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。さ
ら
に
は
、

地
震
時
な
ど
に
倒
壊
の
お
そ
れ
が
あ
る
危
険

な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
却
工
事
に
対
し
て
、
補

助
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
一
方
、
東
中
富
桜
づ
つ
み
公
園
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
エ
リ
ア
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
諸
準

備
、
管
理
体
制
を
整
え
、
７
月
に
オ
ー
プ
ン

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

　

４
月
か
ら
、
本
町
の｢
こ
ど
も
家
庭
支
援

室｣

と｢

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー｣

が
担
っ
て
い
る
業
務
を
一
元
化
し
、
子
育
て

世
帯
を
包
括
的
に
支
援
す
る｢

こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー｣

を
設
置
し
ま
し
た
。
児
童
福
祉

と
母
子
保
健
の
連
携
を
強
化
し
、
妊
娠
か
ら

出
産
、
子
育
て
ま
で
、
切
れ
目
な
い
支
援
を

一
層
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
妊
婦
や
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て

出
産・子
育
て
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、

妊
娠
時
に
５
万
円
、
出
産
時
に
５
万
円
、
合

計
10
万
円
を
給
付
す
る｢

出
産
・
子
育
て
応

援
給
付
金
事
業｣

を
引
き
続
き
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
男
性
の
育
児
参
加
を
支
援
す
る

た
め
、
一
定
期
間
以
上
の
育
児
休
業
を
取
得
し

職
場
に
復
帰
し
た
男
性
に
最
大
で
５
万
円
の

奨
励
金
を
交
付
す
る
制
度
を
創
設
し
、
男
性

の
育
児
休
業
取
得
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
の
健
康
増
進

　

去
る
２
月
１
日
の「
フ
レ
イ
ル
の
日
」に

は
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
徳
島
で
、
啓
発
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
、
来
場
者
の
方
に
フ
レ
イ
ル
予
防

の
３
本
柱
で
あ
る
、｢

栄
養｣

や｢

運
動｣

、｢

社

会
参
加｣

を
自
己
評
価
す
る
、「
フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
」な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
前
回
を

大
き
く
上
回
る
来
場
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
今
年
度
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
、
開

催
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
に
は
、
新
た
に「
音
楽
」を

活
用
し
た
介
護
予
防
教
室
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
認
知
機
能
や
口
腔
機
能
改
善

を
図
る
事
業
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
加
え
て
、
令
和
６
年
度
か
ら
８
年
度
を
計

画
期
間
と
す
る｢
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計

画
及
び
高
齢
者
福
祉
計
画｣

を
策
定
し
、
本

町
に
お
け
る
介
護
保
険
事
業
に
係
る
基
本
的

事
項
を
定
め
、
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
、
地
域
支
援
事
業
の
充
実
等
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

や
家
庭
で
、
健
康
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
体

制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
の
移
動
支
援

　
高
齢
者
の
移
動
支
援
に
つ
い
て
は
、
外
出

支
援
と
地
域
公
共
交
通
を
活
用
す
る
意
識
の

醸
成
を
目
的
に
、
タ
ク
シ
ー
券
事
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
実
施
結
果
等
を

踏
ま
え
、
今
年
度
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
対
象

要
件
で
あ
っ
た｢

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

な
い
こ
と｣

を
撤
廃
し
、
75
歳
以
上
の
全
て

の
方
を
対
象
者
と
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、

よ
り
一
層
利
用
し
や
す
い
事
業
と
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
が
続
い
て
い
た
中

学
生
の
海
外
派
遣
事
業
に
つ
い
て
、
よ
う
や

く
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
年
度
に
お
い

て
も
、
昨
年
度
と
同
様
に
12
名
を
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
派
遣
し
ま
す
。
ま
た
、
中
学
生
の

令
和
６
年
度
施
政
方
針
と
重
要
施
策（
概
要
）

令
和
６
年
度
施
政
方
針
と
重
要
施
策（
概
要
）
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英
語
力
向
上
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
実
用

英
語
技
能
検
定（
英
検
）の
受
験
料
補
助
に
つ

い
て
も
、引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
昨
年
度
の
冬
休
み
期
間
に
、

試
験
的
に
図
書
館
内
に
設
置
し
た「
自
習
ス

ペ
ー
ス
」に
つ
い
て
、
利
用
し
た
学
生
や
図

書
館
利
用
者
か
ら
、
高
い
評
価
を
頂
い
て
お

り
、
３
月
の
春
休
み
以
降
は
、
通
年
で
図
書

館
に
自
習
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
を
試
行
し
、
常

設
に
あ
た
っ
て
の
課
題
等
の
洗
い
出
し
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
無
限
の
可
能
性
を
持
つ
子
ど

も
達
の
学
び
の
意
欲
を
後
押
し
し
て
ま
い
り

ま
す
。

空
き
家
対
策

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
の
増
加
、

あ
る
い
は
既
存
の
住
宅
・
建
築
物
の
老
朽

化
な
ど
に
伴
い
、
居
住
そ
の
他
の
使
用
が

な
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
等
が
増
加
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
空
き
家
の
中
に

は
、
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

防
災
・
防
犯
機
能
の
低
下
、
不
法
投
棄
の

誘
発
、
火
災
発
生
な
ど
の
問
題
が
懸
念
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
30
年
度

に
策
定
し
た
空
き
家
等
対
策
計
画
の
見
直
し

を
行
う
た
め
、
今
年
度
に
は「
空
き
家
実
態

調
査
」を
行
い
、
空
き
家
化
の
予
防
・
適
正

な
管
理
・
利
活
用
等
の
視
点
を
含
め
た
総
合

的
な
計
画
策
定
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

新
た
な
施
設
の
整
備

　

老
朽
化
が
進
む
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー｢

藍

翠
苑｣

と
、｢

勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー｣

の
機
能
を

複
合
化
し
た
世
代
間
交
流
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
建
て
替
え
に
必
要
な
用
地
取
得
が

全
て
完
了
し
、
現
在
は
各
種
団
体
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
基
本
計
画
・

設
計
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
整
備

　
本
町
が
管
理
す
る
道
路
延
長
は
、
約
２
５

０
㎞
で
あ
り
、
商
業
・
物
流
な
ど
の
経
済
活

動
を
担
う
幹
線
道
路
や
地
域
住
民
を
支
え
る

生
活
道
路
な
ど
様
々
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　
一
方
、
町
内
の
道
路
の
多
く
は
、
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、

い
か
に
効
率
的
に
維
持
補
修
し
て
い
く
の
か

が
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
国
費
を
活
用
し
、
町
道
の
路
面

性
状
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
基
に
、
舗

装
の
劣
化
度
を
把
握
し
、
舗
装
修
繕
に
よ
る

予
防
保
全
、
優
先
路
線
の
順
位
付
け
や
補
修

工
法
の
選
定
、
事
業
費
の
平
準
化
な
ど
、
計

画
的
な
維
持
修
繕
を
促
進
す
る
た
め
、
舗
装

個
別
施
設
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
災
害
時

に
備
え
、
施
設
の
耐
震
化
を
は
じ
め
応
急
給

水
方
法
の
検
討
や
水
道
施
設
の
速
や
か
な
復

旧
に
関
す
る
体
制
の
確
立
等
が
重
要
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
非
常
時
で
も「
良
質
で
安
全

な
水
の
持
続
的
供
給
」を
維
持
で
き
る
よ
う
、

第
２
浄
水
場
の
更
新
工
事
な
ど
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
、
災
害
時
を
見
据
え
た
取
組
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

藍
の
魅
力
発
信

　
「
藍
の
館
」で
藍
の
歴
史
を
学
び
、
藍
染
め

を
体
験
し
、
奥
村
家
西
座
敷
で
藍
商
人
に
ま

つ
わ
る
料
理
を
食
べ
、
阿
波
お
ど
り
で
お
も

て
な
し
を
す
る
、
藍
の
歴
史
・
文
化
を
存
分

に
堪
能
し
て
い
た
だ
く
訪
日
観
光
客
向
け
の

ツ
ア
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。
地
域
経
済
に
も

好
影
響
が
期
待
で
き
る
高
付
加
価
値
の
旅
行

商
品
と
し
て
、
２
月
か
ら
販
売
を
開
始
し
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
遺
産

認
定
地
域
が
協
力
し
、「
日
本
遺
産
ブ
ラ
ン

ド
」の
商
品
開
発
を
進
め
て
お
り
、
友
好
都

市
で
あ
る
山
形
県
河
北
町
な
ど
と
連
携
し
、

「
藍
」と「
紅
」で
染
め
上
げ
た
ネ
ク
タ
イ
や
ス

カ
ー
フ
な
ど
の
製
作
を
行
い
ま
し
た
。
今
後

は
、
こ
れ
ら
の
製
品
の
販
売
も
進
め
て
い
く

予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
本
町
の
誇
る
べ
き
文
化
資
源

で
あ
る「
藍
」の
魅
力
に
磨
き
を
か
け
、
国
内

外
か
ら
多
く
の
方
々
に
訪
れ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

結
び

　
本
町
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
発
展
を
支

え
て
き
た
人
口
増
加
に
陰
り
が
見
え
始
め
て

お
り
、
今
後
、
厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
町
の
将
来
像
を
展
望
し
、
い

ま
実
施
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
行
財
政

運
営
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
信
頼
さ
れ
る「
役
場
の

組
織
づ
く
り
」に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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藍 住 町 教 育 基 本 方 針
1．�基本的人権と公共の精神を尊重し、人間性豊かで創造性に富む人間の育成を図る
２．�子どもたちの心身ともに健やかな成長を図るため、家庭、地域、学校、行政の連携を推進する
３．�郷土の歴史と文化に対する理解と愛情を深め、価値ある伝統の継承と新しい文化の創造を図り、これを基盤と
したグローバルな視野を持った人間の育成を推進する

４．�高齢化社会の進展を見据え、生涯学習社会の形成を目指す取組を進める
５．�体育・スポーツの振興と健康への意識の高揚を図り、心身ともに健康な生活を指向するための啓発や環境作り
を推進する

６．交通安全や防災、防犯、情報管理など様々な安全管理の徹底を図る

１．�創意に満ちた特色ある学校づくり
⑴�　教育課程の創意工夫と着実な実践の推進
⑵�　学校の良き伝統の継承
　　藍染め・阿波踊り・環境学習など
⑶�　幼・小、小・中の間の交流と密な連携による、

滑らかな接続
⑷�　就学前教育に資する保幼連携の強化 

２．�信頼される開かれた学校経営
⑴�　校長、園長による教育方針についての家庭や地

域への積極的な発信
⑵�　学校運営協議会及び地域学校協働活動の効果的

な推進の継続
⑶�　町・地域と連携した防災教育の推進
⑷�　関係機関との連携強化による家庭や児童・生徒

の問題解決への支援

３．�確かな学力と豊かな心、そして健や
かな心身を育む教育の推進

⑴�　教員の働き方の見直しと、研修時間や子ど
もと向き合う時間の確保

⑵�　子どもの読書活動の活性化と読解力向上の
取組の推進

⑶�　アクティブラーニングの発想を含む授業改
善のための研修の推進

⑷�　ネット、スマホ問題対策を含むより良い生
活習慣づくりのための家庭啓発

⑸�　いじめ、不登校問題対策に資する“ポジティ
ブな行動支援”の幼・小・中を通した取組

⑹�　専門性の向上による特別支援教育の推進
⑺�　グローバル人材育成を目指す英語教育の推進
⑻�　家庭・地域・関連機関と連携した食育に関

する指導と家庭啓発
⑼�　幼児・児童・生徒を持つ家庭教育支援を図

るための相談体制の充実
⑽�　部活の在り方の検討と地域移行の体制づく

りの推進

４．�人権教育と文化・スポーツ活動の充実
⑴�　町の様々な人権課題解決のための粘り強い取組

の継続
⑵�　総合文化ホール等の町施設の活用による生涯学

習の促進
⑶�　子ども、高齢者を含むスポーツの推進及び健康

意識高揚の取組の推進

５．�伝統文化の継承と文化活動の発展及
びその啓発

⑴�　町民への藍文化の啓発及び歴史文化遺産の研究
と広報活動の推進

⑵�　勝瑞城館跡の調査・整備の検討と推進
⑶�　藍住町文化財保存活用地域計画の認定

2024年度　努力目標2024年度　努力目標



No 963 ■ 広報あいずみ5

河原  英治氏藤  秀樹氏堤  広幸氏

６
日

上
程
議
案
等

◆�

令
和
５
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

◆�

令
和
５
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
国
民
健
康

保
険
事
業
）補
正
予
算
に
つ
い
て

◆�

令
和
５
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
介
護
保
険

事
業
）補
正
予
算
に
つ
い
て

◆�

令
和
５
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
）補
正
予
算
に
つ
い
て

◆�

令
和
５
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
後
期
高
齢

者
医
療
事
業
）補
正
予
算
に
つ
い
て

◆�

令
和
６
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て
◆�

令
和
６
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
国
民
健
康

保
険
事
業
）予
算
に
つ
い
て

◆�

令
和
６
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
介
護
保
険

事
業
）予
算
に
つ
い
て

◆�

令
和
６
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
）予
算
に
つ
い
て

◆�

令
和
６
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
後
期
高
齢

者
医
療
事
業
）予
算
に
つ
い
て

◆�

令
和
６
年
度
藍
住
町
下
水
道
事
業
会
計
予
算

に
つ
い
て

◆�

令
和
６
年
度
藍
住
町
水
道
事
業
会
計
予
算
に

つ
い
て

◆�

監
査
委
員
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆�

藍
住
町
の
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆�

単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の

種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

◆�
藍
住
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
◆�

藍
住
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

◆�

藍
住
町
河
川
敷
運
動
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

◆�

藍
住
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
◆�

藍
住
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆�

藍
住
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係

る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方

法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

◆�

藍
住
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人

員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等

に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

◆�

藍
住
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人

員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆�

企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆�

町
道
の
路
線
変
更
に
つ
い
て

◆�

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◆�

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◆�

令
和
６
年
度
藍
住
町
土
地
開
発
公
社
の
事
業

計
画
に
つ
い
て

（
以
上
、
町
長
提
案
）

19
日

一
般
質
問

◆�

元
木
春
香
議
員
、
小
川
幸
英
議
員
、
新
居
純

一
議
員
、
永
浜
浩
幸
議
員
、
林
茂
議
員
の
５

氏
が
、
行
政
全
般
に
関
す
る
質
問
を
行
い
ま

し
た
。

※�

一
般
質
問
の
内
容
は
、
５
月
発
行
の「
議
会

だ
よ
り
」で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

25
日

上
程
議
案
等

◆�
藍
住
町
教
育
委
員
会
教
育
長
任
命
の
同
意
に

つ
い
て

◆�

藍
住
町
副
町
長
選
任
の
同
意
に
つ
い
て

◆�

藍
住
町
副
町
長
選
任
の
同
意
に
つ
い
て

◆�

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

（
以
上
、
町
長
提
案
）

◆�

議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て

（
議
員
提
案
）

令
和
６
年
第
１
回
議
会
定
例
会
は
３

月
６
日
に
開
会
し
、
町
長
提
案
30
議

案
及
び
議
員
提
案
１
議
案
を
可
決

し
、
25
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

3月議会

副
町
長
に

副
町
長
に

河
原
英
治
氏
・
齊
藤
秀
樹
氏

河
原
英
治
氏
・
齊
藤
秀
樹
氏

　
4
月
1
日
、
副
町
長
に
河
原
英
治
氏
と
齊
藤

秀
樹
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
長
に
堤
広
幸
氏

教
育
長
に
堤
広
幸
氏

青
木
教
育
長
が
退
任
さ
れ
ま
し
た

青
木
教
育
長
が
退
任
さ
れ
ま
し
た

吉
成
副
町
長
が
退
任
さ
れ
ま
し
た

吉
成
副
町
長
が
退
任
さ
れ
ま
し
た

　
4
月
1
日
、
教
育
長
に
堤
広
幸
氏
が
任
命
さ

れ
ま
し
た
。

　
青
木
教
育
長
が
3
月
31
日
を
も
っ
て
退
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
吉
成
副
町
長
が
3
月
31
日
を
も
っ
て
退
任
さ

れ
ま
し
た
。
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令
和
６
年
度
藍
住
町一般
会
計
当
初
予
算

は
、
前
年
度
当
初
比
0
.
3
％
増
の
総
額

1
2
3
億
４
千
万
円
と
な
って
い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
の
う
ち
、
人
件
費
に
つ
い
て
は
、

一般
職
・
特
別
職
の
給
与
等
の
ほ
か
再
任
用
職

員
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
等
を
計

上
し
、
21
億
7
8
6
6
万
円（
11
%
の
増
）と

な
っ
て
い
ま
す
。
扶
助
費
に
つ
い
て
は
、
児
童

手
当
や
保
育
所
・
幼
稚
園
の
施
設
型
給
付
費
、

19
歳
未
満
の
子
ど
も
の
医
療
費
の
自
己
負
担

分
を
補
助
す
る「
子
ど
も
は
ぐ
く
み
医
療
費

助
成
制
度
」、
障
が
い
福
祉
系
の
給
付
費
の

増
加
に
よ
り
36
億
4
6
2
8
万
円（
6
・3
%

の
増
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
普
通
建
設
事
業
費

に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
導
入
事
業
と
し
て
西
ク
リ
ー
ン
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
建
屋
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置

す
る
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
東
部
地
区
に

災
害
物
資
集
配
拠
点
施
設
を
新
た
に
設
け
る

た
め
の
費
用
を
計
上
し
６
億
8
2
1
3
万
円

（
3
・3
%
の
増
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
公
債
費

に
つ
い
て
は
、
公
共
工
事
の
実
施
に
伴
い
過
去

に
借
入
れ
し
た
資
金
の
償
還
に
要
す
る
費
用
を

計
上
し
、
９
億
１
千
万
円（
10
%
の
増
）と
な
っ

て
い
ま
す
。
物
件
費
に
つ
い
て
は
、
家
庭
な
ど

か
ら
回
収
し
た一般
廃
棄
物
の
う
ち
不
燃
ご
み

等
の
処
理
委
託
費
や
予
防
接
種
・
が
ん
検
診

の
委
託
料
の
ほ
か
に
、
小
中
学
校
に
お
け
る
給

食
調
理
業
務
委
託
料
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
機
器
の

リ
ー
ス
料
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入
に
係
る

費
用
等
を
計
上
し
て
お
り
、
23
億
6
7
9
4

万
円（
14
%
の
減
）と
な
って
い
ま
す
。
補
助
費

等
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
移
動
を
支
援
す
る

た
め
の
補
助
を
行
う
タ
ク
シ
ー
券
事
業
の
ほ
か

に
、
男
性
の
育
児
休
業
を
促
進
す
る
た
め
の
奨

励
金
や
町
立
中
学
校
に
通
う
生
徒
が
英
検
を

受
験
す
る
費
用
を
補
助
す
る
た
め
の
費
用
、

板
野
東
部
消
防
組
合
へ
の
負
担
金
な
ど
を
計

上
し
、
８
億
5
7
4
0
万
円（
31
%
の
減
）と

な
って
い
ま
す
。
特
別
会
計
への
繰
出
金
に
つ
い

て
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
、
介
護
保

険
事
業
会
計
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
会

計
へ
の
繰
出
金
を
計
上
し
、
15
億
2
7
7
2

万
円（
27
%
の
増
）と
な
って
い
ま
す
。

　

歳
入
予
算
に
つ
い
て
は
、
町
税
が
41
億

6
4
9
6
万
円（
1
・7
%
の
増
）、
地
方
譲

与
税
、
利
子
割
交
付
金
、
配
当
割
交
付
金
、

株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金
、
地
方
特
例
交

付
金
、
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
、
地
方

消
費
税
交
付
金
な
ど
の
総
額
と
し
て
９
億

5
0
0
3
万
円（
1
・6
%
の
増
）を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
国
庫
支
出
金
は
20
億
6
2
4
3

万
円
、
県
支
出
金
は
12
億
4
3
0
2
万
円
を

計
上
し
、
地
方
交
付
税
は
17
億
円
、
臨
時
財

政
対
策
債
は
１
億
８
千
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
見

込
ん
で
い
ま
す
。
町
債
に
つ
い
て
は
、
臨
時
財

政
対
策
債
を
除
き
２
億
2
8
3
5
万
円
の
新

規
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
歳
出
予
算
の

見
積
額
に
対
し
て
歳
入
予
算
の
見
積
額
が
少

な
い
た
め
、
そ
の
差
額
８
億
4
5
2
7
万
円
に

つ
い
て
は
基
金
を
取
り
崩
し
て
補
塡
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
な

が
ら
、
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
は
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※�

文
中
の（ 

）数
値
は
前
年
当
初
比
を
表
し
、

予
算
額
等
に
つ
い
て
は
１
万
円
未
満
を
四

捨
五
入
し
て
表
示
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
の
概
要

令和６年度一般会計  当初予算 一般会計 一般会計 123億円４千万円123億円４千万円 一般会計歳入
歳入の内訳

費　　　　目 予　算　額 構成率
町税
　町民税、固定資産税､ 軽自動車税、たばこ税 41億6,496万円 33.8

自

主

財

源

使用料・手数料
　町施設の使用料や証明書の交付手数料など 2億1,155万円 1.7
繰入金
　積み立てた基金を取り崩したり、他会計から一
般会計に繰り入れたりする資金

8億4,527万円 6.8

諸収入
　他の収入科目に属しない収入 1億6,257万円 1.3
繰越金
　前年度の決算上余ったお金 1億5,000万円 1.2
分担金及び負担金
　施設入所者の自己負担金や保育料など、特定の
利益を受けた方に負担していただくお金

1億8,395万円 1.5

財産収入
　施設貸付料や財産売払収入、預金利息など（学
校給食費も含まれる）

2億3,236万円 1.9

寄附金
　ふるさと納税などの金銭的な寄附 2,551万円 0.2
地方譲与税・交付金
　国が国税として徴収した税金の内、町に配分さ
れるお金（地方譲与税、利子割交付金配当割交付
金、株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、
地方特例交付金、交通安全対策特別交付金など）

9億5,003万円 7.7

依

存

財

源

地方交付税
　自治体間の財政の不均衡を調整し、どの地域で
も一定の行政サービスが受けられるよう国から交
付される資金

17億円 13.8

国庫支出金
　国が負担すべき費用や国庫補助事業などの事業
実施に対する国からの資金

20億6,243万円 16.7

県支出金
　県補助事業の実施に対する県からの資金 12億4,302万円 10.1
地方債
　町が実施する事業の財源に充当するための外部

（政府・地方自治体金融機構・銀行など）からの長
期的な借入金

4億835万円 3.3

合　　　　計 123億4,000万円 100.0

地方譲与税・交付金 
9億5,003万円（7.7%）
地方譲与税・交付金 
9億5,003万円（7.7%）
地方譲与税・交付金 
9億5,003万円（7.7%）

寄附金 2,551万円（0.2%）寄附金 2,551万円（0.2%）寄附金 2,551万円（0.2%）
分担金及び負担金 
1億8,395万円（1.5%）
分担金及び負担金 
1億8,395万円（1.5%）
分担金及び負担金 
1億8,395万円（1.5%）財産収入 

2億3,236万円（1.9%）
財産収入 

2億3,236万円（1.9%）
財産収入 

2億3,236万円（1.9%）

繰越金 1億5,000万円（1.2%）繰越金 1億5,000万円（1.2%）繰越金 1億5,000万円（1.2%）

自主財源依存財源

59億
7,617万円

（48.4%）63億
6,383万円

（51.6%）

地方交付税
17億円（13.8%）
地方交付税

17億円（13.8%）

歳　入
123億4千万円

町税
41億6,496万円
（33.8%）

町税
41億6,496万円
（33.8%）

町税
41億6,496万円
（33.8%）

町民税
19億350万円
（15.4%）

町民税
19億350万円
（15.4%）

町民税
19億350万円
（15.4%）

固定資産税
19億2,996万円
（15.6%）

固定資産税
19億2,996万円
（15.6%）

固定資産税
19億2,996万円
（15.6%）

たばこ税
1億9,000万円
（1.5%）

たばこ税
1億9,000万円
（1.5%）

たばこ税
1億9,000万円
（1.5%）

繰入金 8億4,527万円
（6.8%）
繰入金 8億4,527万円
（6.8%）
繰入金 8億4,527万円
（6.8%）

軽自動車税
1億4,150万円
（1.1%）

軽自動車税
1億4,150万円
（1.1%）

軽自動車税
1億4,150万円
（1.1%）

使用料・手数料
2億1,155万円
（1.7%）

使用料・手数料
2億1,155万円
（1.7%）

使用料・手数料
2億1,155万円
（1.7%）

諸収入 1億6,257万円
（1.3%）
諸収入 1億6,257万円
（1.3%）
諸収入 1億6,257万円
（1.3%）

国庫支出金
20億6,243万円

（16.7%）

国庫支出金
20億6,243万円

（16.7%）

県支出金
12億4,302万円

（10.1%）

県支出金
12億4,302万円

（10.1%）

地方債
4億835万円
（3.3%）

地方債
4億835万円
（3.3%）
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令和６年度一般会計  当初予算一般会計歳出

歳出性質別内訳
費　　　　目 予　算　額 構成率

人件費
　職員に対し報酬として支払われる一切の経費。議
員報酬、各種委員報酬、特別職給与、職員給のほか、
社会保険料等共済費が含まれる。

21億7,866万円 17.7
義
務
的
経
費

扶助費
　生活保護法、児童福祉法、老人福祉法などに基づき、
被扶助者に対し生活を維持するために支出される経費

36億4,628万円 29.5

公債費
　過去に借り入れた資金の返還金 9億1,000万円 7.4

普通建設事業費
　道路、橋梁、学校、庁舎などの施設の新増設の
建設事業に要する経費

6億8,213万円 5.5
投
資
的
経
費

災害復旧事業費
　災害によって被害を受けた施設などの復旧に要する経費 1万円 0.0
物件費
　町が支出する消費的性質の経費 23億6,794万円 19.2

そ　
　
の　
　
他　
　
経　
　
費

維持補修費
　施設を保全し維持するための経費 1億2,381万円 1.0
補助費等
　他団体（国、県、一部事務組合など）や民間に対
して交付される経費

8億5,740万円 6.9

積立金
　財政運営を計画的にするため、財源の余裕がある
場合や年度間の財源変動に備えて積み立てる経費

2,603万円 0.2

投資及び出資金
　財産を有利に運用するための国債や株式などの
取得に要する経費

0円 0.0

貸付金
　地域住民の福祉増進を図るため、町が直接ある
いは間接に現金の貸付を行うための経費

0円 0.0

繰出金
　一般会計、特別会計及び基金の間で、相互に資
金運用をするための経費

15億2,772万円 12.4

予備費
　予算外の支出又は、予算超過の支出に要する経費 2,002万円 0.2

合　　　　計 123億4,000万円 100.0

※�水道事業会計では、資本的収入額が資本的支出額に対
し不足する場合は、当年度分損益勘定留保資金、消費
税資本的収支調整額等で補填するものとしています。

※�下水道事業会計では、資本的収入額が資本的支出額
に対し不足する場合は、当年度分消費税資本的収支調
整額、当年度分損益勘定留保資金、未処分利益剰余�
金で補填するものとしています。

歳出目的別内訳
費　　　　目 予　算　額 構成率

議会費
　議員報酬など、議会運営に要する経費 1億1,739万円 0.9 

総務費
　課税徴収、統計、選挙、住民登録などの事務に
要する費用及びその他の一般管理的な経費

11億2,456万円 9.1 

民生費
　医療費の給付など、社会福祉・老人福祉・児童
福祉に要する費用

53億2,280万円 43.1 

衛生費
　保健衛生、ごみ・し尿処理などに要する経費 15億8,089万円 12.8 

労働費
　勤労女性センターの運営に要する経費 1,262万円 0.1 

農林水産業費
　農業の生産振興、農道・排水路など農業に要する経費 8,498万円 0.7 

商工費
　商工業振興、観光振興に要する経費 3,862万円 0.3 

土木費
　道路、橋梁、河川、公園、町営住宅などの整備
や管理に要する経費

6億2,489万円 5.1 

消防費
　板野東部消防組合負担金や防災事業に要する経
費

6億5,119万円 5.3 

教育費
　学校の施設整備、教育・スポーツ・文化の振興
に要する経費

18億2,608万円 14.8 

災害復旧費
　災害によって被害を受けた施設などの復旧に要す
る経費

1万円 0.0 

公債費
　過去に借り入れた資金の返還金 9億1,000万円 7.4 

予備費・その他
　予算外の支出又は予算超過の支出に要する経費など 4,597万円 0.4 

合　　　　計 123億4,000万円 100.0 

特別会計当初予算

会　　計
歳入歳出予算額 増減率

（％）令和６年度 令和５年度

国民健康保険事業 34億852万円 35億860万円 △2.9

介護保険事業 31億402万円 30億1,233万円 3.0

介護サービス事業 1,240万円 1,120万円 10.7

後期高齢者医療事業 4億9,400万円 4億5,119万円 9.5

特別会計（水道事業）予算
区　分 令和６年度 令和５年度 増減率(%)

収益的収入 5億3,967万円 5億3,145 万円 1.5
収益的支出 5億2,213万円 5億1,895万円 0.6
差 引 額 1,754万円 1,250万円 40.3
資本的収入 502 万円 502万円 0.0
資本的支出 3億9,125万円 2億9,435万円 32.9
差 引 額 △3億8,623万円 △2億8,933万円 △33.5

特別会計（下水道事業）予算
区　分 令和６年度 令和５年度 増減率(%)

収益的収入 3億9,099万円 3億7,101万円 5.4
収益的支出 3億6,739万円 3億5,788万円 2.7
差 引 額 2,360万円 1,313万円 79.7
資本的収入 2億1,001万円 2億2,348万円 △6.0
資本的支出 3億930万円 3億1,330万円 △1.3
差 引 額 △9,929万円 △8,982万円 △10.5

義務的経費その他経費

投資的経費
6億8,214万円
（5.5%）

貸付金 0円
（0.0%）
貸付金 0円
（0.0%）
貸付金 0円
（0.0%）

予備費 2,002万円（0.2%）予備費 2,002万円（0.2%）予備費 2,002万円（0.2%）

人件費
21億7,866万円
（17.7%）

扶助費
36億
4,628万円
（29.5%）

67億
3,494万円
（54.6%）

49億
2,292万円
（39.9%）

公債費
9億1,000万円
（7.4%）

普通建設事業費
6億8,213万円

（5.5%）災害復旧事業費
1万円（0.0%）
災害復旧事業費
1万円（0.0%）
災害復旧事業費
1万円（0.0%）

物件費
23億6,794万円
（19.2%）

維持補修費
2,381万円

（1.0%）

維持補修費
1億2,381万円
（1.0%）

維持補修費
1億2,381万円
（1.0%）

補助費等
8億5,740万円（6.9%）
補助費等
8億5,740万円（6.9%）
補助費等
8億5,740万円（6.9%）

積立金
2,603万円（0.2%）
積立金
2,603万円（0.2%）
積立金
2,603万円（0.2%）

投資及び出資金 0円（0.0%）投資及び出資金 0円（0.0%）投資及び出資金 0円（0.0%）

繰出金
15億2,772万円
（12.4%）

歳　出
〈性質別〉
123億4千万円

歳　出
〈目的別〉
123億4千万円

歳　出
〈目的別〉
123億4千万円

議会費
1億1,739万円（0.9%）
議会費
1億1,739万円（0.9%）
議会費
1億1,739万円（0.9%）

予備費・その他
4,597万円（0.4%）
予備費・その他
4,597万円（0.4%）
予備費・その他
4,597万円（0.4%）

公債費
9億

1,000万円
（7.4%）

災害復旧費
1万円
（0.0%）

災害復旧費
1万円
（0.0%）

災害復旧費
1万円
（0.0%） 総務費

11億
2,456万円
（9.1%）

民生費
53億
2,280万円
（43.1%）

衛生費
15億
8,089万円
（12.8%）

教育費
18億
2,608万円
（14.8%）

労働費
1,262万円
（0.1%）

労働費
1,262万円
（0.1%）

労働費
1,262万円
（0.1%）

農林水産業費
8,498万円
（0.7%）

農林水産業費
8,498万円
（0.7%）

農林水産業費
8,498万円
（0.7%）

商工業費
3,862万円
（0.3%）

商工業費
3,862万円
（0.3%）

商工業費
3,862万円
（0.3%）

土木費
6億2,489万円
（5.1%）

土木費
6億2,489万円
（5.1%）

土木費
6億2,489万円
（5.1%）

消防費
6億5,119万円
（5.3%）

消防費
6億5,119万円
（5.3%）

消防費
6億5,119万円
（5.3%）
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新規採用職員紹介
（職種別50音順）

健康推進課　後藤　千春
　町職員としての自覚を持ち、町
民の皆さんのより良い暮らしと町
の発展に貢献できるよう、日々の
業務に誠心誠意努めてまいりま
す。

中央保育所　　柳井　心暖
　保育教諭として子どもたちの安
全を第一に考え、笑顔が絶えない
日々を過ごせるよう誠心誠意業務
に励んでいきたいと思います。

　
４
月
１
日
付
け
で
職
員
の
定
期
人
事
異
動
を

行
い
ま
し
た
。
主
な
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※（ 

）内
は
旧
職

こども家庭センターを設置しましたこども家庭センターを設置しました
　妊産婦や子ども、子育て家庭への支援を一層充実させるため、これまでの

「子育て世代包括支援センターりぼん」と「こども家庭支援室」の機能を統合
し、４月１日から「こども家庭センター」として一体的な支援を行います。

一人で悩まずに安心してご相談ください
●妊娠、出産・育児相談など（総合文化ホール1階）
　平日午前８時30分～午後5時　（☎692・0805）

●子どもの養育相談・児童虐待など（役場２階）
　平日午前８時30分～午後5時　（☎637・3107）

異
動
者（
異
動
者
の
う
ち
、
課
長
補
佐
以
上(

順
不
同
））

◆�

藍
住
南
幼
稚
園
長

　
佐
野　
裕
美（
藍
住
北
幼
稚
園
主
査
）

◆�

藍
住
西
幼
稚
園
長

　
岡
﨑　
恵
美
子（
藍
住
西
幼
稚
園
主
査
）

◆�

総
務
企
画
課
危
機
管
理
室
主
幹

　
畦
地　
英
志（
総
務
企
画
課
危
機
管
理
室
課
長
補
佐
）

◆�

健
康
推
進
課
介
護
保
険
室
主
幹

　
細
川　
伸
明（
健
康
推
進
課
介
護
保
険
室
課
長
補
佐
）

◆�

出
納
室
長
補
佐

　
三
橋　
亜
希
子（
出
納
室
主
査
）

◆�

議
会
事
務
局
長
補
佐

　
細
川　
佳
代（
議
会
事
務
局
主
査
）

◆�

総
務
企
画
課
長
補
佐

　
榎
本　
公
晃（
総
務
企
画
課
主
査
）

◆�

総
務
企
画
課
政
策
推
進
室
課
長
補
佐

　
下
岡　
真
由
美（
総
務
企
画
課
政
策
推
進
室
主
査
）

◆�

住
民
課
長
補
佐

　
川
口　
貴
子（
住
民
課
主
査
）

◆�

福
祉
課
長
補
佐

　
内
海　
倫
子（
福
祉
課
主
査
）

◆�

建
設
産
業
課
産
業
支
援
室
課
長
補
佐（
産
業
支
援
室
長
）

　
小
林　
久
美
子（
上
下
水
道
課
主
査
）

◆�

学
校
教
育
課
長
補
佐

　
元
木　
徹
也（
学
校
教
育
課
主
査
）

退
職
者（
同
一
職
種
は
50
音
順
）

◆
藍
原　
あ
ゆ
み（
藍
住
南
幼
稚
園
長
）

◆
西
條　
節（
藍
住
西
幼
稚
園
長
）

◆
近
藤　
直
美（
福
祉
課
長
補
佐
）

◆
飯
田　
弘
美（
中
央
保
育
所
主
査
）

◆
長
江　
智
恵（
中
央
保
育
所
主
査
）

◆
内
田　
加
鶴
子（
藍
住
東
幼
稚
園
主
任
用
務
員
）

住民課　大門　紗季
　町職員としての自覚と責任を持
ち、初心を忘れることなく町民の
皆さんから親しみを持っていただ
けるよう努力します。

中央保育所　大和　愛美
　町職員としての自覚と責任を持
ち、藍住町の発展に貢献し、町民
の皆さんから親しみを持っていた
だける町職員を目指していきま
す。

福祉課　島田　野乃花
　町職員として藍住町がより住み
やすい町となるよう、町民の皆さ
んに寄り添い信頼していただける
姿勢で日々努めてまいります。
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令和５年度 住民税均等割のみ課税世帯給付金
　物価高騰が続く中で低所得世帯への支援として、住民税均等割のみ課税世帯に対して、１世帯当たり
10万円を支給します。
１支給対象者
　�　基準日（令和５年12月１日）において、藍住町に住民登録がある令和５年度住民税均等割のみ課税世

帯の世帯主。
　　ただし、次に該当する世帯は対象外です。
　　(1)令和５年度住民税において、課税者に扶養されている者のみで構成される世帯
　　(2)租税条約による住民税の免除を届け出ている方がいる世帯
２支　給　額　１世帯当たり10万円（1世帯につき1回限り）
　�　ただし、エネルギー・食料品等価格高騰重点支援給付金（３万円）を、家計急変世帯として受給した

世帯は差額の7万円支給とします。
３申請手続
　（1）世帯全員が、令和５年１月１日以前から藍住町に住民登録がある場合
　　 �対象と思われる世帯には、３月申請書類を送付していますので、書類が届いた方は同封の案内文書

を確認して申請してください。
　（2）�世帯の中に、藍住町に課税情報がない方（令和５年１月２日以降に藍住町へ転入した方など）がいる場合
　　 申請が必要です。申請書類は町ホームページに掲載しています。
４申請期限　５月31日（金）まで（消印有効）
５そ　の　他　本給付金は、差押禁止及び非課税の対象となります。      申・問  政策推進室（☎637･3124）

　高齢者の外出を支援し、日常生活の利便性の向上を図るとともに、普段からの移動に地域公共交通
を活用するという意識の醸成を図ることを目的として、藍住町ノリ乗りタクシー券事業を実施します。

１� 対象者
　 （今年度実施分から対象者の範囲を拡大しました）
⑴�　75歳以上の方
　　（令和６年度中に75歳になる方も含む）
⑵�　65歳以上で、運転免許を持っていない方
２ �タクシー券の販売内容
・�１万円分のタクシー券を１冊５千円で販売します。
　（１冊：500円券×20枚）
・１人につき３冊まで購入可能です。
・�購入特典として、１冊購入するごとに、ゆめタウ

ン徳島行き専用タクシー券1,000円分（500円券×
２枚）を進呈します。
３ タクシー券の使用方法
・�町内で乗車又は降車したときに使用できます。
・�１回の乗車につき、運賃を超えない範囲で複数枚

を使用できます。
・�事前に登録された町内のタクシー事業者に限り使

用できます。
・�使用期限は令和７年３月31日（月）
  までです。
４ 購入方法
　タクシー券の購入を希望される方は「購入券」に必
要事項を記入し、販売窓口で購入してください。
５ 購入券の交付方法
・�対象者⑴に当てはまる方は、４月上旬に町から郵

送しています。
・�対象者⑵に当てはまる方又は対象者⑴の方で４月

以降に藍住町へ転入された方は、本人確認書類や
運転経歴証明書（お持ちの方）を持って政策推進室
へ申請してください。

申・問  政策推進室（☎637・3124）

令和６年度令和６年度
「ノリ乗りタクシー券事業」のお知らせ「ノリ乗りタクシー券事業」のお知らせ



男性の育児休業取得を応援します男性の育児休業取得を応援します
　男性の育児参加を促進し、子育て世帯の仕事と育児の両立を支援するため、一定期間以上の育児
休業を取得し職場に復帰した男性に、育児休業取得促進奨励金を交付します。
対象となる育児休業及び奨励金の額

※令和６年４月１日以降に取得した育児休業が対象です。
※対象者の要件や申請方法等の詳細は、町ホームページをご覧ください。
問  政策推進室（☎637・3124）

詳細はこちら↓

町ホームページ
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藍住町河川敷運動公園パークゴルフ場の利用料金を改定
　物価高騰や温暖化に伴う芝管理作業の頻度の増加等により、４月１日から利用料金を改定しました。ご理解
いただきますようお願いします。
改定後の料金
１日利用　　町内在住者：一般　500円　／　小学生以下　200円　
　　　　　　町外在住者：一般　700円　／　小学生以下　300円
半年利用券　町内在住者： 8,000円　／　町外在住者：12,000円
年間利用券　町内在住者：15,000円　／　町外在住者：22,000円
用具貸与　　+100円
※半年利用券の期間　前期（４月１日～９月30日）、後期（10月１日～翌年３月31日）
※年間利用券の期間　４月１日～翌年３月31日
※半年又は年間利用券は、期間の途中での購入でも料金は変わりません。

問  藍住町河川敷運動公園パークゴルフ場（☎693・1020）

　大地震等による災害を未然に防止するため、道路
に面する危険なブロック塀の撤去や、安全な工作物
等に改修する費用の一部を補助します。
１対象となるブロック塀等
　私道を含む建築基準法に規定する道路に面する危
険性が高いと確認したブロック塀等で
⑴長さ１ｍ、道路からの高さが１ｍ以上のもの
⑵�擁壁の上にあって、長さ１ｍ、道路からの高さが

１ｍ以上、ブロック塀等の高さが60㎝以上(コン
クリートブロック塀にあっては３段以上）のもの

２対象となる工事
①ブロック塀等を撤去工事
②�ブロック塀等の高さを道路から40㎝以下に減じる改善

工事
③�上記①又は②に続いて、安全な工作物等に改修す

る転換工事又は設置工事

３補助金額
⑴撤去工事又は改善工事
　補助対象工事費の４/５と基準額5,000円／mの
いずれか少ない額以内、かつ、一敷地につき最大10
万円
⑵転換工事又は設置工事
　�補助対象工事費の１/２に⑴の補助金額を加算し

た額以内、かつ、一敷地につき最大20万円
４申請期限
　令和７年１月31日（金）まで申込順に受け付けます。
予算に達した場合、受付を終了する予定です。
　申請書等の様式は、建設産業課で配布しているほ
か、町ホームページからダウンロードも
できます。詳細は、お問い合わせください。

申・問  建設産業課 （☎637・3122）

危険ブロック塀等耐震化補助事業

育児休業の期間 奨励金の額
連続する 10 日以上　※勤務を要しない日を除く。 ３万円
連続する 1 か月以上又は合算する 30 日以上 ５万円

↓詳細はこちら

町ホームページ
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あいずみ商品券+plus取扱店舗一覧
【使用期限】７月31日（水）まで

飲食品・飲料
QUONチョコレート　徳島店
くらもと日の出　藍住支店
小僧寿し　藍住店
手作りジェラート　ファーレ
ハタダ　藍住店
ファミリーストアー11　(有)吉田商店
ベーカーアミ
ミネ青果
Rustique

コンビニ
セブンイレブン　藍住町勝瑞店
セブンイレブン　藍住徳命店
ファミリーマート　藍住町奥野店

スーパー・大型店
ホームセンター・日用雑貨

板野鮮魚
エコタウン　藍住店

（ハードオフ/オフハウス/ホビーオフ）
キョーエイ　藍住店
キョーエイ　笠木店
キョーエイ ダイソー　藍住店
キョーエイ ダイソー　笠木店
ケーズデンキ　藍住店
コーナン　徳島藍住店
コーナンＰＲＯ　徳島藍住店
(株)セブン　藍住店
ＤＣＭダイキ　藍住店
ニトリ　徳島藍住店
(株)マルナカ　藍住店
(株)マルナカ　成長店
(株)ヤマダ電機テックランド　徳島藍住店
ゆめタウン徳島(専門店全店含む)

衣料品・手芸・身の回り品
アベイル　藍住店
(有)衣料センター　あかざわ
いわさ　藍住店
おしゃれのお店　おくむら
おしゃれハウス　キヨシゲ
綺羅星雑貨店
キングファミリー　徳島藍住店
シューズショップ　タケダ　藍住店
チャップリン　藍住店
バースデイ　藍住店
ポエム
(有)松屋百貨店
マネキ　藍住店
ユニクロ　徳島藍住店

医療･医薬品･化粧品･マッサージ
あいいろ整体サロン
アルビオンドレッサー　徳島店
大住接骨院　健康用品部
かがわ化粧品店
クスリ　キリン堂　藍住徳命店
クスリ　キリン堂　藍住東中富店
薬のかわむら
コスモス藍住店
コスモス徳命店
くすりのレデイ　藍住矢上店
だるまや
ドラッグストア　チャーリー　藍住店
ドラッグストア　モリ　藍住店
ファイテンショップ　徳島藍住店
ボール接骨院
メナードフェイシャルサロンChloris
(クローリス)

玩具・文具・スポーツ用品・釣具
安芸人形店
アルペンゴルフ5　徳島藍住店
井上スポーツショップ
スーパースポーツゼビオ
ゆめタウン徳島店
スポーツデポ　徳島藍住店
ポイント　徳島藍住店 

本・雑誌・メディア
Books　ジュピター

メガネ・カメラ（写真撮影）
あいずみ眼鏡店
三木写真舘
メガネ池田　藍住南店
眼鏡市場　藍住店
メガネのおがさ

家具・家電・畳
藍原畳店
佐野たたみ商会
シャルドネ徳島 　(有)大丸
びっくり館宝島　藍住店

ガソリン・自動車・自転車
イエローハット　徳島藍住店
石川石油ガス(株)　藍住本店
Ｍ＆Ｂ　大西
オートバックス藍住
(有) 鹿島タイヤ興業所
(有) 武田石油
ネッツトヨタ徳島(株)　藍住店

園芸・肥料等
阿波五月園
ふらわぁいん八丁堀(有)
理美容・生活関連サービス
（クリーニング・タクシー）

アーバン　美容室
(有)藍住タクシー
おしゃれサロン木下
新洗蔵　マルナカ笠木店
新洗蔵　マルナカ成長店
ＴＩＣＯ　ｈａｉｒ
美容室　ｅｋ
プラスクリーニング　藍住本店
ヘアーサロン　カジモト
美容室　MIX　UP
理容室　ｅｋ
理容　きだ
理容　たけうち

リフォーム・工事
(有)大西水道工業所
おごせリフォーム
(株)ナイスリフォーム　藍住店

飲食店
赤から　徳島藍住店
居酒家　うちんく
ヴァンサンカン　藍住店
うなぎや　藍住本店
うまいもん茶屋　心助
おくむら旅館
かたに商店　藍住店
喫茶　ステップ
喫茶　花束
牛福　藍住店
魚々菜々　げん太
ごくらく酒蔵　あぐら
コメダ珈琲店　徳島藍住店
さぬき手打ちうどん　一心
支那そば　青空
ジョアズ珈琲
食楽喜酒　萬坊
炭火焼鳥工房　いろどり
セルフうどん　関
蕎麦肴酒　さらざん
dininng　凛
竹内製麺所
竹とんぼ
農園直営旬感ダイニング　アクリエ
呑処　かむろ
麺旋風
焼肉　大翔苑
焼肉　匠　-takumi-
山かつ　藍住店
(有)みちよ亭
(有)吉野屋
麺工房　わたる
麵処　みのり
和風ダイニング　連

こちらのお店で
使えるのです‼

商品券が利用できる店舗には、取扱店ステッカーを
貼っています。 問  福祉課（☎637・3114）
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　「令和６年能登半島地震」被災地支援
保健センター　所長　宮本　洋子

　２月７日から12日までの６日間、徳島県の保健師チーム11班として石川県輪島市で支援活動を行いました。こ
のチームは保健師２名、後方支援員１名、情報連絡員１名で構成され、私は保健師として活動を行いました。
　移動中、被災地に近づくにつれ、倒壊しそうな家屋、道路の損傷や山の斜面の崩壊、電柱の倒壊や落石の痕跡
等が明らかに多くなるのが見て取れました。道路事情も良好とは言えず、至る所で渋滞が起こり、通行止めにもなっ
ていたため、金沢市から目的地の輪島市まで４時間程度かかりました。
　活動拠点は、輪島市内にある「能登北部保健福祉センター」でしたが、地震で損傷しており、２階の廊下の継ぎ目
が大きく乖離し、周辺のフェンスやブロック塀も倒壊していました。市内では、多くの地域で断水が続き、電気は一
般家庭で数日前に復旧したという状況でした。
　私たちは、主に在宅要支援者の訪問と避難所訪問で、要支援者の把握や健康
状態の確認を行いました。訪問先で要支援者の方とお会いし、健康状態やご家
族の安否、現在どこに避難しているかなどの事柄を確認しました。中には「話し
たくない」という方や、避難所ではなく倒壊しそうな自宅前での車中泊を選択し
ている方もいました。
　公民館に設置された避難所には高齢者が多く、仕切りや段ボールベッドを使用
していました。この時期は、風邪やインフルエンザなどが広がる傾向にあり、健
康状態を悪化させて入院する方もいます。日赤のチームが巡回し、医師の診察
と薬を処方してもらった方がいたので、その後の健康状態について聞き取りし、
必要に応じてDHEAT（災害時健康危機管理支援チーム）や保健師チームの中心
メンバーに繋ぎました。
　地区によっては、訪問先に車で辿り着くことができず、徒歩で山道を移動する
こともありました。その地区には、障がい者のいるご家庭や高齢者世帯もあり、
道路事情によっては水や食料を確保できなくなる地区のため、その後の状況が
大変心配でした。
　このように、地区によって被害状況が全く違うことを実感するとともに、それ
ぞれの状況に応じた備えがとても重要であると感じました。また避難所では断水
すると、どうしても感染症などのリスクが高まります。実際に現地で、常時水の
ない生活を目の当たりにすると、その不便さも相当なものでした。
　訪問先の方は、「こんなことになるなんて思わなかった。誰のせいでもない、し
かたがない。」そう言って変わり果てた家の前で、片付けを続けていました。
　輪島市の状況は他人事ではありません。防災対策をそれぞれ考え、自分にで
きることは今すぐ取り組んでいくことが大切だと思いました。

おめでとう おめでとう

（２月11日現在、町内の100歳以上の方は　男性２人　女性14人）

竹内　絹竹内　絹子さん（矢上）子さん（矢上）  大正13年２月11日生まれ大正13年２月11日生まれ

101000歳おめでとうございます歳おめでとうございます
おめでとう おめでとう

　竹内さんは板野町で末っ子としてお生まれになりました。ご結婚後３人の娘さ
んを育てられ、長年着物を仕立てる仕事に従事されました。手芸や小物づくりが
得意で、93歳の時に編んだセーターを今も娘さんが大切に着ています。「好き嫌い
なくなんでも食べたこと、体調が悪い時に、すぐに医師に相談できたこと、周囲
の皆さんの優しさで今日が迎えられた。感謝している。」と話してくださいました。
娘さんからも「ここまで、いろいろなことがあったと思うが、人生の節目を迎え
ることができ、おめでとう。これからもお手本として元気に頑張ってほしい。」と
お祝いの言葉を贈られました。これからもどうぞお元気でお過ごしください。
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毎月１人に藍染体験を
プレゼント！

　藍の館での、持込みによる500gまでの木
綿又は麻の製品の藍染体験を毎月１人にプ
レゼントします。
対　象　者　町内在住の方
応募方法　�往復はがきに住所・氏名・電話

番号及び「藍染体験希望」と記載
の上、応募してください。

※はがき１枚につき１人の応募となります。
※応募したはがきは、年度内有効です。
抽選・発表　�毎月１回抽選を行い、当選者には返信はがき

で連絡します。
応募期間　4月15日（月）～令和7年3月15日（土）
　　　　　（消印有効）
申　込　先　�〒771-1292　板野郡藍住町奥野字矢上前

52-1　藍住町教育委員会社会教育課
申・問 　教育委員会（☎６３７・３１２８）

　現在、「緑の募金」（５月31日まで）が実施されてい
ます。令和５年度は、緑の募
金の環境緑化事業で、バラ園
内にバラの苗を植樹し、町内
の緑化推進に活用しました。
ご協力をお願いします。
◆町内募金箱設置場所
　�役場（1階総合案内・2階建

設産業課）、図書館、勤労
女性センター、藍翠苑、総
合文化ホール、徳島県農業
協同組合、社会福祉協議会、
商工会

「緑の募金」にご協力を「緑の募金」にご協力を
お願いしますお願いします

　約300種類、約1100株の色とりどりのバラをぜひ、ご鑑賞ください。
期　間　４月27日（土）～５月19日（日）
場　所　藍住町バラ園（藍住町矢上原263-88）　入園料　無料
写真&写生コンテスト
　バラ園の風景やバラ単体、バラを背景にした人物などの写真や絵を募集します。
提出方法　郵送又は持参　応募期限　５月31日（金）必着
※応募作品は１人につき３点まで
※�応募作品の著作権は作者に帰属しますが、主催者は、企画展、町広報紙や

パンフレット、ホームページへの掲載等町事業に使用する権利を有します。

問  産業支援室（☎637・3120）

問  徳島森林づくり推進機構藍住町支部
（産業支援室内）☎（637・3120）

春のバラ春のバラまつり〜写真＆写生コンテスト〜まつり〜写真＆写生コンテスト〜

大きなにんじんが育ちました！大きなにんじんが育ちました！
～にんじん収穫体験～～にんじん収穫体験～

　２月26日、西小学校３年生がにんじんの収穫体
験を行いました。
　10月に播いた小さな種が、想像以上に成長して
いて、子どもたちはにんじんを抜く度、その大きさ
に驚きの声を上げていました。
　体験終了後、子どもたちは収穫したにんじんを何
の料理で食べたいか、賑やかに話し合っていたの
で、袋いっぱいに
詰めて持ち帰った
にんじんを美味し
く食べてくれたこ
とと思います。
　ご協力いただい
た農家の皆さん、
ありがとうござい
ました。

　今年の藍作が本格的にスタートしました。
　先月に苗床に蒔いた種も順調に発芽して、すくすく
と育ち、いよいよ畑に定植です。これから９月初旬まで
畑での作業が続きます。どんどん暑くなっていきます
が、暑さに負けず頑張りたいと思います。
　現在、藍の館では、私たちが制作した藍染め作品を展
示しています。巻き上げ絞りや帽子絞り、三浦絞りな
ど、私たちが学んだ様々な技法
で染め上げた作品を並べてい
ます。期間は５月６日までで
す。ぜひ、ご来館
ください。

地域おこし地域おこし協力隊協力隊活動報告活動報告
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　団地内等の道路側溝清掃の申込みを受け付けています。側溝清掃をスムーズに行うには、地域の
皆さんのご協力が不可欠です。実施の際は多くの方がお手伝いくださるようお願いします。
※�作業内容は、５人１組となって、側溝の穴を覆うゴムシートを移動することなどです。
※�側溝清掃の受付は、自治会ごとに隔年での申込みとなります。
受付期限　５月31日（金）まで　実施期間　５月下旬から順次実施予定
申・問 建設産業課（☎６３７・３１２２）

問 生活環境課（☎637・3116） 西クリーンステーション  (☎692・7411)

５月19日(日)は町内一斉清掃の日です５月19日(日)は町内一斉清掃の日です
（小雨決行）　※雨天の場合５月26日（日）へ延期します

一斉清掃に参加しましょう。美しく快適で住み良い町づくりは地域の環境美化から！

環境美化運動期間土砂仮置場付近地図

住吉神社奥野ニュータウン宮本整体
療術院 

合気道
道場

×通行止×

×

止
行
通

正法寺川

奥野橋

土砂仮置場

出口

出口

入口

メディング

橋
鳥
千

橋
村
元

6名配置 警備員

ゆめタウン徳島

you
me 藤川自動車藍住たまき

青空クリニック

◆�一斉清掃の日は、粗大ごみを取り扱いません。
◆�排水路の土砂処理（運搬）は各自治会でお願いします。
◆�土砂仮置場付近は、混雑が予想されますので、進入は

係員の指示に従ってください。土砂仮置場までの道路
等を汚さないようにお願いします。

◆�一般収集日に出せる空きビン・空き缶・燃やせないご
み等は、指定日に指定場所へ出してください。

補助金の交付
　町内一斉清掃で、地域の清掃美化を行った自治会等に
対して補助金を交付します。駐在員の方は、一斉清掃補
助金申請書兼実績報告書（様式第１号）の提出をお願いし
ます。
※�小規模な団地内での一斉清掃活動も提出をお願いします。
　一斉清掃の土砂・草木類は、土砂仮置場（地図参照）
で受け入れます。持込みは、付近の方に迷惑が掛からな
いよう、受入時間内にお願いします。また、道路幅が狭
いので、２トンを超える車の乗り入れはご遠慮ください。

５月７日から６月３日は藍住町環境美化月間です。
　環境美化運動は今年で52回目を迎えます。
　私たちが住む町の道路や排水路、公園などをきれい
にし、快適で住み良い町にしましょう。

受入時間　５月19日（日）午前８時〜正午
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問 

生
活
環
境
課

（
☎
６
３
７・３
１
１
６
）

種　　類 排出量 計

家
　
庭
　
系
　
ご
　
み

燃 や せ る ご み 6,200t

9,274t

燃 や せ な い ご み 100t
資
　
源
　
ご
　
み

缶 類 80t
び ん 類 190t
ペ ッ ト ボ ト ル 50t
蛍光灯・古着・古紙類 777t
廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 1,000t
乾 電 池・ 金 属 類 107t

粗 大 ご み 770t
事 業 系 ご み 2,000t 2,000t

し
尿

し 尿 500kl 11,000kl浄 化 槽 汚 泥 10,500kl

団地内等の道路側溝清掃
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令和６年度から国民健康保険税の税率が変わります令和６年度から国民健康保険税の税率が変わります
　国民健康保険税の算定に係る資産割について、税負担の公平性の観点から、徳島県の運営方針において廃止に向
けて進められています。
　本町では、令和４年度から段階的に税率を変更し、令和６年度に資産割を廃止します。
　国民健康保険制度の安定的な運営に、ご理解とご協力をお願いします。
◇令和６年度の税率（改正内容）

医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護納付金分
改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後

所得割額 8.3% 8.5% 2.7% 2.8% 2.4% 2.5%
資産割額 8.0% 0.0% 2.0% 0.0% 2.0% 0.0%
均等割額 30,000 円 31,500 円 7,700 円 8,000 円 7,500 円 7,500 円
平等割額 27,500 円 28,000 円 7,300 円 7,500 円 5,500 円 5,500 円

賦課限度額 650,000 円 650,000 円 220,000 円 240,000 円 170,000 円 170,000 円

◇納税通知書発送と税額試算
　納税通知書の発送は7月中旬を予定しています。令和６年度の国民健康保険税額を
あらかじめ 確認したい場合は試算ができますので、次の必要なものを持参し税務課
にお越しください。
　○必要なもの
　　・マイナンバーカードや運転免許証等の本人確認書類
　　・国民健康保険加入者全員及び世帯主の令和５年分の源泉徴収票や所得申告書の控え
　　※別世帯の方が試算を申請される場合は、委任状が必要となります。
問  税務課（☎637・3117）

■ ■　■ ■

■■■■  ■■  ■■   ■■■■

■■■■■

■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■

■ ■

■ ■
■ ■ ■■■■■　■■　■■■

　町国民健康保険被保険者の方の健康づくりを推進する取組として、令和５年７月から令和６年１月まで藍住町国民健康
保険特定健診「健康マイレージ事業」を実施しました。130名の方から応募があり、厳正な抽選を行った結果、次の方々が
当選されました。おめでとうございます。
当選者番号

し 令和５年７月から令和６年１月ま
当選者番号発表当選者番号発表町国民健康保険「健康マイレージ事業」

記念品　商品券　　　3万円　　1名　　2981   

健康マイレージ事業に関すること　健康推進課　☎637･3115

　　　　商品券　　　1万円　　3名　　0235　　2396　　3366
　　　　商品券　　　5千円　　5名　　0331　　0434　　1918　　3336　　4902
　　　　図書カード　3千円　　5名　　0394　　1834　　2114　　2606　　3579

問

　平成31年３月に「森林環境税及び森林環境譲与税に関する法
律」が成立し、今年度から町・県民税の均等割の枠組みを用いて
「森林環境税」の賦課徴収が始まります。そのため、均等割額の
内訳が表のとおり変わります。
　森林環境税は国税ですが、町・県民税の均等割と合わせて賦
課徴収され、「森林環境譲与税」として、国から市町村及び都道府
県へ譲与されます。　　　　　　　 問  税務課（☎637・3117）

森林環境税の創設
令和５年度まで 令和６年度から

町民税均等割 3,500 円 3,000 円
県民税均等割 1,500 円 1,000 円
森 林 環 境 税 1,000 円
合 計 5,000 円 5,000 円

自衛官募集事務に係る対象者情報の提供について自衛官募集事務に係る対象者情報の提供について
〜除外申請 受付中〜〜除外申請 受付中〜

　自衛隊からの法令に基づく依頼に対し、募集対象者情報（氏名、住所、生年月日、性別）について提供を行っています。
　次の令和６年度対象者のうち、自衛隊に自己の個人情報の提供を望まない方への配慮とし
て、本人、保護者等から「除外申請」の手続をしていただくことにより、自衛隊へ提供する情
報から除外します。
対　象　者　�藍住町に住民登録がある方で、令和６年度中に18歳又は22歳になる日本国籍の方
受付期間　５月１日（水）～31日（金）（郵送の場合は受付期間内必着）
申請方法　窓口持参又は郵送　提　出　先　総務企画課
※�詳細は町ホームページをご覧ください。
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　介護保険は、高齢者の暮らしを40歳以上の皆さんで支える制度です。介護
が必要な方は、費用の一部を負担することで、様々な介護サービスを受ける
ことができます。
　この度、令和6年度から令和８年度までの65歳以上の方（第1号被保険者）
の介護保険料基準月額を、7,150円から6,950円に改定しましたのでお知ら
せします。

【その他のお知らせ】
■介護保険料に関すること
　介護保険料は、特別徴収（年金天引き）又は普通徴収（納付書や口座振替）により納めていただきます。
特別徴収の方は、偶数月の年金から天引きとなります。普通徴収の方は、7月から2月までの間、毎月納期限
までに納付をお願いします。
■介護保険サービスの利用に関すること
　介護保険サービスは、40歳以上の方が利用できます（ただし、40歳から64歳までの方については、特定
の疾病に該当する方のみとなります）。また、介護サービス（通所介護、訪問介護、介護施設入所等）を利用
するためには、事前に申請して要支援・要介護認定を受けていただく必要があります。
　申請から審査結果まで1か月程度の期間を要しますので、介護サービスの利用を検討されている場合は、
お早めにご申請ください。

問  介護保険室（☎637・3311）

介護保険料を改定しました介護保険料を改定しました

第９期（令和６年度から令和８年度）の所得段階別介護保険料
所得段階 対象者 基準額に 

対する割合
保険料 

（年額）

第1段階

本人が
住民税
非課税

世帯
非課税

・生活保護受給者
・世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金受給者
・�世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年金収入額と合計所得金額の

合計が80万円以下の方
0.285 23,760円

第2段階 ・�世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年金収入額と合計所得金額の
合計が80万円を超え120万円以下の方 0.485 40,440円

第3段階 ・�世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年金収入額と合計所得金額の
合計が120万円を超える方 0.685 57,120円

第4段階
世帯
課税

本人が住民税非課税（世帯で課税者あり）で、本人の課税年金収入額と合
計所得金額の合計が80万円以下の方 0.900 75,000円

第5段階 
（基準額）

本人が住民税非課税（世帯で課税者あり）で、本人の課税年金収入額と合
計所得金額の合計が80万円を超える方 1.000 83,400円

第6段階

本人が
住民税課税

本人が住民税課税で、本人の前年中の合計所得金額が120万円未満の方 1.200 100,080円

第7段階 本人が住民税課税で、本人の前年中の合計所得金額が120万円以上210万
円未満の方 1.300 108,360円

第8段階 本人が住民税課税で、本人の前年中の合計所得金額が210万円以上320万
円未満の方 1.500 125,040円

第9段階 本人が住民税課税で、本人の前年中の合計所得金額が320万円以上420万
円未満の方 1.700 141,720円

第10段階 本人が住民税課税で、本人の前年中の合計所得金額が420万円以上520万
円未満の方 1.900 158,400円

第11段階 本人が住民税課税で、本人の前年中の合計所得金額が520万円以上620万
円未満の方 2.100 175,080円

第12段階 本人が住民税課税で、本人の前年中の合計所得金額が620万円以上720万
円未満の方 2.300 191,760円

第13段階 本人が住民税課税で、本人の前年中の合計所得金額が720万円以上の方 2.400 200,160円
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保健センターからのお知らせ保健センターからのお知らせ
◆�小児の肺炎球菌感染症のワクチンが切り替わります
　令和６年４月１日以降、使用するワクチンがこれまでの「13価ワクチン」から「15価ワクチン」
に切り替わりました。
※予診票はそのまま使用できます。

◆�令和６年４月１日から５種混合予防接種が定期接種化されました
　５種混合ワクチンは、ジフテリア、百日せき、破傷風、ポリオ、ヒブの予防接種です。従来の4種混合ワクチ
ンとヒブワクチンが一緒になったワクチンです。
定期接種対象者　生後2か月から7歳6か月を迎える日の前日まで
※�4種混合ワクチンとヒブワクチンで接種を開始している方は、５種混合ワクチンを接種することは原則できません。
予診票の発送　令和６年２月生まれのお子さんから発送予定です。

◆�高齢者の肺炎球菌感染症予防接種の対象者が変わりました
　70歳から100歳までの５歳刻みの方を接種対象とする国の時限措置は、令和６年３月31日で
終了し、令和６年４月１日からの定期予防接種の対象者は、次のとおりです。
令和6年度からの対象者　※接種時期に個人通知します。
　接種日現在、藍住町に住民登録があり、過去に自費（任意接種）を含め23価肺炎球菌ワクチンを
一度も受けたことがない方で、1又は2に該当する方。
1 65歳の方（接種日現在で65歳の方）
2 �60歳以上65歳未満の方であって、心臓、じん蔵若しくは呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルスにより免

疫の機能に障がいのある方（上記障がい名の身体障害者手帳１級相当の方）

後期高齢者医療制度　保険料のお知らせ後期高齢者医療制度　保険料のお知らせ
令和６年度・令和７年度　後期高齢者医療保険料率が決定しました。
　保険料を算出する保険料率（均等割額・所得割率）は２年ごとに改定されます。また、今回、制度の見直しや政令・条
例改正により、保険料の上限額についても見直されています。
　なお、所得の低い方及び被用者保険（国保・国保組合以外の健康保険）の被扶養者であった方には、保険料の軽減制度
があります。
　被保険者の方が納める保険料は、公費や現役世代の支援金とともに大切な財源となり、後期高齢者医療に要する費用
に充てられています。

問  県後期高齢者医療広域連合事務局事業課（☎677・3666）　町健康推進課（☎637・3115）

保険料の
支払方法

★特別徴収（年金天引き）の方
　�４月、６月、８月の年金から天引きされる保険料は、前年の所得が確定していないため、仮に算定した額となります。

前年の所得確定後、８月に保険料額の決定を行い、確定した年間保険料額から仮算定分を差し引いた額を10月、12月、
２月の年金から天引きされます。

★普通徴収（納付書・口座振替）の方
　�８月に保険料額の決定通知書及び納付書（口座振替の方を除く）をお送りします。納期限（口座振替日）は、８月から３月

までの各月末日です。

保険料=均等割額+所得割額※
100円未満切捨て，上限額80万円

経過措置として、昭和24年３月31日以前に生まれた方
と、令和７年３月31日以前に障害認定により被保険者と
なった方の令和６年度の上限額は73万円となります。）

均等割額　56，311円
○被保険者が等しく負担

所得割額
基礎控除(43万円)後の総所得金額等

×
所得割率 10.55％

○�基礎控除後の総所得金額等が58万円以下の方につい
ては、令和６年度の所得割率は9.85%となります

保険料の計算方法 保険料の軽減（令和６年度）

均等割額の軽減

被用者保険の
被扶養者であった
場合の軽減

世帯主と世帯の被保険者の所得額の合計に応じて、均等割額が軽減されます。

後期高齢者医療制度加入の前日まで、被用者保険（国保・国保組合以外の健
康保険）の被扶養者であった方は、所得割額の負担がなく、後期高齢者医療
制度の被保険者になってから２年の間、均等割額が５割軽減されます。
ただし、上記の７割軽減に該当する場合は、均等割額が７割軽減されます。

世帯の所得額の合計 均等割額の軽減割合
43万円＋「10万円×（年金・給与所得者の数－１）」以下 7割

43万円＋「29万5,000円×世帯の被保険者数」＋「10万円×（年金・給与所得者の数－1）」以下 5割

43万円＋「54万5,000円×世帯の被保険者数」＋「10万円×（年金・給与所得者の数－1）」以下 2割

被用者保険の被扶養者であった被保険者に対する均等割額の軽減
(後期高齢者医療制度の被保険者になってから2年の間)

均等割額の軽減割合
5割

問  保健センター  (☎692・8658)保健センター  (☎692・8658)
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迷惑電話防止機能付き電話機等の購入費の迷惑電話防止機能付き電話機等の購入費の
一部を補助します！一部を補助します！

　悪質な電話勧誘販売や振り込め詐欺等の特殊詐欺による消費者被害を未然に防ぐため『迷惑電話防止機能が
ある固定電話機』又は『迷惑電話防止用の外付け機器』の購入費用の一部を補助します。

申・問 産業支援室（☎637・3120）

補助対象者  ※対象年齢を引き下げました！
次の全てに該当する方
①藍住町に居住し、住民登録がある40歳以上の方
②補助対象機器を購入した方
③町税を滞納していない方

申請期限 　令和７年１月31日（金）まで
※申請順に受付、予算額に達し次第終了となります。

補助金額
購入金額の1/2（100円未満切捨て）※上限額１万円

※補助金の交付は１世帯１台限りです。
補助対象機器

公益財団法人全国防犯協会連合会が推奨する優良迷惑電話
防止機器（優良防犯電話）で次のいずれかに該当する機器
①自動応答録音機能付きの固定電話
②固定電話に外付け可能な自動応答録音機能がある機器
※�中古品やファクシミリのみ・携帯電話・スマートフ

ォン、通信販売での購入は補助対象外です。
※購入後３か月を経過していないものが対象となります。

対 象 者　本町の住民基本台帳に登録されている次のいずれかの年齢を満たす方
　　　　　①65歳以上の方（昭和35年４月１日より前に生まれた方）
　　　　　②�16歳以上18歳以下の方
　　　　　　（平成18年４月２日から平成21年４月１日までに生まれた方）
補助対象ヘルメット　�SG・JCF・CE(EN1078)・GS・CPSC安全認証マークのうち、いずれかの安

全基準を満たす新品のヘルメット（４月１日から令和７年３月31日まで
の購入分が対象）

補助金額　購入額の１／２（100円未満切捨て、上限3,000円）
　　　　　※１人につき１個かつ１回限り
申請方法　申請書類を郵送又は窓口に提出（受付時間　平日午前８時30分～午後５時）
※詳細は町ホームページをご覧いただくか、建設産業課までお問い合わせください。
申請期限　令和７年３月31日（月）まで（土日・祝日を除く）

申・問  建設産業課　〒771-1292 奥野字矢上前52-1 （☎637・3122）

①自転車は、車道が原則、歩道は例外
◆歩道を通行できる場合（例外）
　・自転車歩道通行可の標識があるとき
　・ �13歳未満の子どもや70歳以上の高齢者、身体の

不自由な人が運転するとき
　・�道路工事や駐車車両のため車道通行が困難な場

合や危険な場合
②車道は左側を通行
　自転車の右側通行は禁止、車道の左側に寄って通行
③歩道は歩行者優先、車道寄りを徐行
④安全ルールを守る
　飲酒運転　並進、二人乗りの禁止
　交差点での信号遵守と一時停止安全確認
　夜間はライトの点灯

このような運転もルール違反
●傘を差しての運転
●携帯・スマホで通話やメール、画像を見ながらの運転
●イヤホンで大音量の音楽を聴きながらの運転
⑤ヘルメットを着用
　�自転車乗車中の大きな交通事故では、負傷者の多

くが頭部や胸部を損傷しています。
　�大事な頭部を保護し被害を軽減するヘルメットは、

自転車の必需品です。
問   建設産業課 （☎637・3122）

自転車用ヘルメットの購入を一部補助します
～６５歳以上の方・１６歳以上１８歳以下の方対象～

あなたは知っていますか？『自転車安全利用五則』
～身につけよう 交通ルールと ヘルメット～

令和６年交通安全スローガン　歩行者・自転車利用者

↓詳細はこちら

町ホームページ
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「思いやりと人権」「思いやりと人権」
〜藤田早苗さんの講演と著書「武器としての国際人権」から〜〜藤田早苗さんの講演と著書「武器としての国際人権」から〜

●藍住町スローガン●
守れ人権 許すな差別

人権標語人権標語 藍住東中学校生徒作品

気づこうよ　一人になってる　あの子のことを	 ３年　岸上琉愛那
聞いてあげよう　友だちの悩みを	 	 ３年　森　健太朗
気づいてよ　オレらの心　めっちゃもろい	 ３年　松田　大志
私には　あなたの笑顔が必要だ	 	 ２年　坂東　　藍
全員が心から笑える世界にしたい	 	 ２年　大浦陽菜香
大丈夫　優しいひと言　咲く笑顔	 	 ２年　荻野こなつ

　先日、藍住町人権講座で英国エセックス大学の人権セン
ターフェロー(研究員)藤田早苗さんの講演を聴く機会を得ま
した。

思いやりとは
　思いやりとは基本的に、強い立場から弱い立場へ一方的
に与えられるものである。与える側が、気に入らなければ
与えないと言うことも可能。人が思いやりで大切にするの
は「自分の仲間」だ。「人権教育及び人権啓発の推進に関する
法律」には、人権教育とは「人権尊重の精神の涵養を目的と
する教育活動」と定義されている。これは、個人が優しさや
思いやりを育むことを目的としている。しかし、人権は、
全ての人々が持っている権利で、人間の尊厳を重視して、
自分の仲間であってもなくても同等に扱われるべきだ。

人権とは
　人権とは国連人権高等弁務官事務所は「人権は誰にでもあり、全ての人が能力・可能性を発揮できるように、
政府はそれを助ける義務がある。その助けを要求する権利が人権。」と説明している。
　その政府の義務として
　①人のすることを尊重し、不当に制限しない（尊重義務）
　②人を虐待から守る（保護義務）
　③人が能力を発揮できる条件を整える（充足義務）
　　があるが「政府に義務がある」という点が国民に十分に理解されていない。

世界人権宣言と国際人権条約
　1948年12月10日国連で世界人権宣言が採択された。差別の禁止、生命・身体の自由、移動の自由、思想・
信条の自由、表現の自由、国籍を持つ権利、財産を所有する権利、集会・結社の自由、居住の権利、労働権、
食料への権利、健康への権利、教育の権利など幅広い人権が規定されている。宣言に基づいて作られた国際
人権条約「人種差別撤廃条約」「女性差別」「拷問等禁止」「子どもの権利」「強制失跡からの全ての者の保護に関す
る国際条約」「障害者権利条約」が日本でも批准（確認・同意）されている。これらの条約や法律に守られた人権
も権力と闘って勝ち取られたもので人権には闘争的な面も存在する。

まとめ
　人権とは思いやりだけでなく、一人一人の幸せな生活を守ることであり、そのためのいろいろな法律がで
きているが、人権を守るためには、それに気づき要求していくことが必要です。

藍住町人権教育推進協議会運営部会　坂本　英二        
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令和６年度フレイル予防のための教室案内を配布しています！令和６年度フレイル予防のための教室案内を配布しています！
興味のある教室に参加してフレイルを予防しましょう！
フ
レ
イ
ル
と
は
？

　加齢に伴い、筋力・認知機能・社会とのつながりなどの「心身の活力」が低下し、入院や要介護の危険性
が高まっている状態のこと。「健康」と「要介護」の中間の時期で、多くの人が健康な状態から「フレイル」の
段階を経て、要介護状態に陥るといわれている。その兆候の早期発見、積極的な予防や改善により、進行
を遅らせ、健康な状態を取り戻すことができる。

配布場所：地域包括支援センター（役場４階）、総合文化ホール、藍翠苑、
　　　　　あいずみ藍工房
※町ホームページでもダウンロードすることができます。
問  地域包括支援センター（☎６３７・３１７５）

↓ダウンロードはこちら

町ホームページ

kikaku
スタンプ
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藍住町歴史館「藍の館」藍住町歴史館「藍の館」絞り染め講座(巻き上げ絞り)絞り染め講座(巻き上げ絞り)
日　時　５月８日（水）午前10時～午後３時（昼休憩　正午～午後１時）
場　所　藍住町歴史館「藍の館」
定　員　８人（申込順）
講　師　�徳永 真紀子（Indigo blue４u代表・藍住町地域おこし協力隊OG）
受講料　５千円／回（別途、入館料必要）
以降の講座　６月12日…唐松絞り、９月11日…折り縫い絞り、10月９日…針目そろえ絞り、
　　　　　　11月13日…きらめき絞り、12月11日…華絞り、１月８日…帽子絞り、
　　　　　　２月12日…山路絞り、３月12日…蛍絞り
※全て木綿手ぬぐいの絞りです。 ※各開催日の前月15日から、電話で受講の申込みができます。
申・問 藍住町 歴史館「藍の館」（☎692・6317）

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
情
報

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
情
報

「
サ
ポ
ー
ト
詐
欺
」に
注
意
！

《
相
談
事
例
》パ
ソ
コ
ン

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
い
る

と
、
突
然
、
大
音
量

の
警
告
音
が
鳴
り
、

「
パ
ソ
コ
ン
が
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
た
。
す
ぐ
に
サ
ポ
ー
ト
に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
」と
警
告
画
面
が
出

た
。
表
示
さ
れ
た
サ
ポ
ー
ト
窓
口
に
電
話

を
す
る
と
、
片
言
の
日
本
語
で
解
除
方
法

を
伝
え
ら
れ
た
。
言
わ
れ
る
ま
ま
操
作
を

す
る
と
、
遠
隔
操
作
を
さ
れ
、
３
万
円
の

プ
リ
ベ
イ
ド
カ
ー
ド
を
購
入
す
る
よ
う
に

言
わ
れ
た
。

●�

警
告
画
面
や
警
告
音
は
偽
物
で
す
。
表
示

さ
れ
た
サ
ポ
ー
ト
窓
口
に
電
話
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

●�

実
在
す
る
パ
ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ
会
社
や
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
会
社
な
ど
の
表
示
も

偽
物
で
す
。
警
告
画
面
や
警
告
音
が
出
て

も
慌
て
ず
、
パ
ソ
コ
ン
等
の
状
態
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

●�

電
話
し
て
し
ま
い
、
相
手
か
ら
不
安
を
あ

お
ら
れ
て
も
、
料
金
を
支
払
わ
な
い
、
電

子
マ
ネ
ー
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
情
報

を
教
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

�　
困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う

困
っ
た
と
き
の
相
談
情
報
窓
口

『
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
』

　

消
費
生
活
相
談
員
２
名
が
無
料
で
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
不
安
な
と
き
、
困
っ

た
と
き
は
お
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
日
時　
平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※�

来
所
相
談
の
場
合
、
個
室
を
ご
用
意
で
き

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

場

所　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
役
場
２
階 

産
業
支
援
室
内
）

泣
く  

い
や
よ
は
こ
こ
！

問 

専
用
電
話（
☎
６
７
９・１
８
４
８
）

　
　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　

 

い
や
や

　
　
（
局
番
な
し
１
８
８
）

 巻き上げ絞り

春
の
軽
登
山「
雲
早
山
」

～
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
群
生
地
を
求
め
て
～

日

時　
５
月
11
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
６
時
30
分
出
発

集
合
場
所　
藍
住
町
総
合
施
設
駐
車
場

対
象
者　

�

小
学
４
年
生
以
上
の
あ
い
ず
み

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
で
軽
登

山
の
で
き
る
方

参
加
費　
７
千
円

定

員　
18
人（
申
込
順
）

申
込
開
始　
４
月
17
日（
水
）か
ら

※�
５
月
４
日（
土
・
祝
）以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル

は
参
加
費
を
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問 
N
P
O
法
人 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

藍
住
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
中

対
象
者　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

業
務
内
容　

 

・�

植
木
せ
ん
定
、
除
草
、
大
工
仕
事
、
電
気

工
事
、
襖
障
子
網
戸
張
替
え

 

・�

家
事
サ
ー
ビ
ス
、
育
児
サ
ー
ビ
ス
、
介
護

補
助
、
調
理
補
助

 ・�

施
設
管
理
、
駐
輪
場
管
理
、
建
物
清
掃
、
西

ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
資
源
ご
み
回
収

申
・
問 

公
益
社
団
法
人

　
　
　
　
藍
住
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２・１
８
３
０
）

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

か
ら
の
お
知
ら
せ
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チ
ケ
ッ
ト
は
総
合
文
化
ホ
ー
ル
窓
口
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

※�

町
民
券
の
取
扱
い
は
ホ
ー
ル
窓
口
の
み
。

購
入
の
際
は
住
所
確
認
が
で
き
る
も
の
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※�

イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
詳
細
や
最
新
情
報
、

電
子
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
等
は
総
合
文
化

ホ
ー
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
各
イ
ベ
ン
ト
情
報

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 

総
合
文
化
ホ
ー
ル（
☎
６
３
７・３
３
４
４
）

笑
福
亭
た
ま
・
旭
堂
南
湖

二
人
会 

in 

藍
住
町
③

日

時　
４
月
20
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
30
分
か
ら

場

所　
大
ホ
ー
ル

出

演　
笑
福
亭
た
ま
・
旭
堂
南
湖

入
場
料　
（
全
席
自
由
席
）

　
　
　
　
大
学
生
・
一
般　
１
５
０
０
円

　
　
　
　
小
・
中
・
高
校
生　
千
円

※
当
日
は
５
０
０
円
増

【
落
語
&
講
談
】

　
　
　
落
語　
た
い
こ
腹　
ほ
か

　
　
　
講
談　
蝿
男　
ほ
か

主

催　
た
ま
・
南
湖
二
人
会
実
行
委
員
会

TA
P D

O
!

エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
！

日

時　
５
月
26
日（
日
）午
後
２
時
か
ら

場

所　
大
ホ
ー
ル

出

演　

TA
P D
O
!

入
場
料　
（
全
席
指
定
席
）

　
　
　
　
一
般　
２
千
円

　
　
　
　
高
校
生
以
下　
千
円

　
　
　
　
町
民
券　

�

１
５
０
０
円（
前
売
り

の
み
）

※
当
日
は
５
０
０
円
増

共

催　
徳
島
子
ど
も
劇
場

柳
家
小
里
ん
・

古
今
亭
志
ん
丸
ふ
た
り
会

日

時　
６
月
23
日（
日
）午
後
２
時
か
ら

場

所　
大
ホ
ー
ル

出

演　
柳
家
小
里
ん
・
古
今
亭
志
ん
丸

木
戸
銭　
（
全
席
指
定
席
）

　
　
　
　
一
般　
２
千
円

　
　
　
　
高
校
生
以
下　
５
０
０
円

　
　
　
　
町
民
券　

�

１
５
０
０
円（
前
売
り

の
み
）

※
当
日
は
５
０
０
円
増

藍住
町民券

電子
チケット

藍住
町民券

電子
チケット

◎
ト
イ
レ
の
改
修
工
事
が

　
完
了
し
ま
し
た

　
工
事
期
間
中
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を

頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
休
館
日

　
毎
週
月
曜
日

　
図
書
整
理
日　
４
月
18
日（
木
）

　
祝
日
振
替
日　
４
月
30
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
５
月
７
日（
火
）

　
祝　
　
　
日　
５
月
３
日（
金
）～

　
　
　
　
　
　
　
５
日（
日
）

◎
お
は
な
し
会

　
毎
週
日
曜
日
開
催（
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

◎
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の

　
読
み
聞
か
せ
会

　

�

第
２・４
水
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時

問 

図
書
館（
☎
６
９
２・０
０
７
０
）

●
●
● 

図
書
館
の
行
事 

●
●
●

月 火 水 木 金 土
1

2 3
行政・人権相談

4
一般相談

5 6 7 ８

9 10 11 12 13
法律相談

14 15

16 17 18
一般相談

19 20 21
税金相談

22

 23 24 25 26 27
法律相談

28 29

6月

※法律相談については完全予約制となっております。※相談は無料・秘密厳守です。●場所　総合文化ホール2階　相談室
●こども相談（平日の午前中）「富吉・東中富・奥野・徳命・西部・住吉・勝瑞」の各児童館　●相談センター専用電話　☎692・6222
●健康相談（毎週月曜日）…「保健センター」（☎692・8658）　　　　　　　　　　　 ●時間　人権、行政、一般相談は午後1時30分～3時30分、
●介護相談（平日受付）…「地域包括支援センター」（☎637・3175）　　　　　　　　　　　　　その他は午後1時～3時

心
配
ご
と
相
談
所
カ
レ
ン
ダ
ー

令
和
６
年
５
月
６
月
相
談
日
の
お
知
ら
せ

日 月 火 水 木 金 土
1 ２ 3 4

5 6 7
一般相談

8 9
法律相談

10 11

12 13
行政・人権相談

14 15 16 17
税金相談

18

19 20 21
一般相談

22 23
法律相談

24 25

26 27 28 29 30 31

5月
日

30
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月
届出おくやみ申し上げますおくやみ申し上げますおくやみ申し上げます ３3月

届出

▼�

あ
い
ず
み
俳
壇（
俳
句
）と
藍
住
歌
壇（
短
歌
）を
隔
月
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
偶
数
月
：
俳
句
、
奇
数
月
：
短
歌
）

町
民
の
方
を
対
象
に
俳
句
・
短
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す

▼�ハ
ガ
キ
に
作
品（
１
人
１
句
又
は
１
首
）と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
選

考
の
上
、
直
近
の
広
報
紙
へ
掲
載
し
ま
す
。

※
読
み
仮
名
の
表
記
が
必
要
な
場
合
は
、
必
ず
読
み
仮
名
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

〒
７
７
１・１
２
９
２ 

奥
野
字
矢
上
前
52
番
地
１　
政
策
推
進
室

住
み
古
り
て
ま
だ
知
ら
ぬ
道
花
ゆ
す
ら　
　
　
　

 

出
見　

啓
子

囀さ
え
ず
りに

喜
怒
哀
楽
の
あ
り
し
と
も　
　
　
　
　
　
　

 
高
塚　

梨
花

春し
ゅ
ん
ち
ゅ
う

昼
や
妖
怪
ロ
ー
ド
徐
行
し
て　
　
　
　
　
　
　

 
高
岡
ア
イ
子

紅
梅
や
鳥
居
く
ぐ
れ
ば
沓く

つ

の
音　
　
　
　
　
　
　

 

吉
田　

京
湖

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
新
職
員
と
乗
り
合
わ
す　
　
　
　

 

吉
田　

善
子

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
生
け
て
人
な
し
駐
在
所　
　
　
　

 

平
岡　

育
子

清せ
い
め
い明

の
ペ
ダ
ル
は
軽
き
二
人
連
れ　
　
　
　
　
　

 

安
田　

五
郎

盆ぼ
ん
ば
い梅

や
足
の
届
か
ぬ
三
輪
車　
　
　
　
　
　
　
　

 

久
米
川
千
代

ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
っ
て
は
し
ゃ
ぐ
春
休
み　
　
　

 

佐
藤　

禮
子

湖
に
蒼
天
の
富
士
桜
舞
う　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

近
藤　

正
子

五味　　靖　選

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう
地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

子どもは、私たちの宝です
藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 P T A 連 合 会
藍 住 町 青 少 年 相 談 室
藍 住 町こども家庭支援室

（氏 名） （年 齢） （住  所）

宮　本　アイ子 97歳 矢上字春日
新　居　照　吉 95歳 住吉字藤ノ木
原　田　勇　市 93歳 富吉字豊吉
尾　谷　洋　司 67歳 矢上字西
西　條　信　一 87歳 笠木字西野

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れる
よう健康チェックや健康体操等を各地域で開催
します。

開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

4月１５日 月 午前９時30分～11時 住吉老人憩の家 健康チェック
健康体操

4月１７日 水 午前９時30分～11時 江ノ口老人ルーム 健康チェック
健康体操

4月１７日 水 午後１時30分～３時 徳命老人憩の家 健康チェック
フレイルチェックpart2

4月１９日 金 午後１時30分～３時 東中富老人憩の家 健康チェック
健康体操

4月２２日 月 午前９時30分～11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
健康体操

4月２２日 月 午後１時30分～３時 奥野老人憩の家 健康チェック
健康体操

５月１日 水 午後１時30分～３時 富吉老人憩の家 健康チェック
健康体操

５月７日 火 午後１時30分～３時 西部老人憩の家 健康チェック
健康体操

5月１３日 月 午前10時～11時30分 あいずみ藍工房 健康チェック
脳若トレーニング

いきいきサロンのご案内いきいきサロンのご案内

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）

井　西　愛　美（あ み） 女 昭 文・亜耶芽 富吉字穂実
石　井　藍　橙（あいと） 男 勘太郎・麻 衣 乙瀬字中田
阿　木　凱　惺（かいせい） 男 皓 佑・有 芽 笠木字東野
関　口　結　菜（ゆいな） 女 雄 也・未 来 奥野字矢上前
松　尾　悠　生（はるき） 男 遼 ・美 希 矢上字北分
鎌　田　覇　光（はるひこ） 男 雅 博・麻 衣 奥野字矢上前
大　西　も　も（も も） 女 泰 登・夏 生 徳命字小塚北
西　井　梓　紗（あずさ） 女 和 希・祐 代 奥野字和田
武　田　凛　愛（り ま） 女 崇 靖・愛 未 富吉字穂実
石　川　　　遙（は る） 男 直 也・真 琴 富吉字豊吉
天　谷　誠之介（せいのすけ） 男 含 光・寛 子 奥野字猪熊
棟　朝　琉　惺（りゅうせい） 男 亮 太・真 美 勝瑞字成長
中　川　永　菜（え な） 女 大 輔・志 乃 勝瑞字幸島
平　田　芽　生（め い） 女 大 輔・倩 倩 笠木字東野
西　村　咲　月（さつき） 女 光 司・美菜子 住吉字藤ノ木
松　本　樹　季（いつき） 男 祥太郎・ひ な 東中富字西傍示
槶　原　唯　織（いおり） 男 功 輝・真 帆 矢上字江ノ口
西　村　衣智花（いちか） 女 亮太郎・結 衣 富吉字穂実
佐　藤　心　春（こはる） 女 航 平・綾 華 奥野字原

問  藍住町社会福祉協議会 （☎692・9951）



No 963No 963広報あいずみ広報あいずみ  ■■ 2424

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。この広報紙は再生紙を使用しています 。
防災行政無線
テレフォンサービス

放送内容を聞き逃したときなどは… 　この番号に電話をかけることで、放送内容を確認
することができます。
※藍メールやYahoo! 防災速報、町ホームページで
　も確認できます。0120・49・3717

す　ぐ み な ひな ん

MASUDA
CLINIC

増田クリニック
TEL:088-693-3020
藍住町役場東 500m

健診・予防接種承ります。
●診療科目：内科・循環器科

心臓血管外科・ペインクリニック内科

診療時間 月 火 水 木 金 土
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午後2:30～　6:30

■
発
行
・
編
集
　
徳
島
県
藍
住
町
総
務
企
画
課
　
政
策
推
進
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL.088-637-3124

■
所
在
地
　
〒
771-1292　

徳
島
県
板
野
郡
藍
住
町
奥
野
字
矢
上
前
52番

地
1　
　
　
 ■
印
　
刷
　
㈲
三
星
堂
印
刷
所

A
pril

2024
N

o.963
令
和
６
年

４
月
15日

発
行

4

医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

じ　　び　いん こう　か

診療時間

8:45～13:00

14:30～18:00
14:00
↓
14:45

月 火 水 木 金 土 TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる
西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼

洋服の青山● ●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

㈳日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

院長　棚本　洋文

とくしま耳鼻科 ☜検索

TEL（088）635-8461
放課後等デイサービス

藍住町東中富字西安永133－71

支援を必要とする子ども（学童）に放課後の支援をご提供します。
月～土（9：30～17：30）
就労支援サービス
知的障がいのある人に福祉就労支援をご提供します。
月～土（9：30～ 15：30）

送迎サービスも行っておりますのでご相談ください

板野南小学校

ファミリー
マート

オレンジ
ノート

TEL（088）635-8461 藍住町東中富字西安永133－71

オレンジノートオレンジノートオレンジノート
ＮＰＯ法人　藍住町手をつなぐ育成会

TEL http://www.little-angel.biz
〒771-1201 板野郡藍住町奥野字原69－3

一緒に過ごした時間・・・
楽しい想い出 ありがとう

「人生」という物語を
主人公として生き続ける
サービス付き 高齢者向け住宅

板野郡藍住町東中富敷地傍示50番地1
TEL.088-692-8589 いつもここから.com 検索

皆さんで徳島ヴォルティスの
応援に行きましょう！
●ホームゲームご案内
　4月28日（日）　午後2時から　VS　モンテディオ山形（町民デー）
　5月３日（金・祝）　午後1時10分から　VS　愛媛FC
　5月12日（日）　午後2時から　VS　栃木SC
　5月18日（土）　午後2時から　VS　ロアッソ熊本
●試合会場　ポカリスエットスタジアム


